
NO 75
（単位︓千円）

当初予定 実績 達成率 当初予定 実績 達成率

平成３０年度 25 22 88.0% 平成３０年度 2 2 100.0%

令和元年度 21 22 104.8% 令和元年度 2 2 100.0%

令和２年度 24 － － 令和２年度 2 － －

 ３ 政策名 （25）誰もがスポーツを楽しむことができる機会の確保と環境を整備する

 ４ 施策名 ①誰もが気軽に楽しめるスポーツ活動の促進

指標２

企業提案型気運醸成事業によるイベ
ント数

①利⽤対象者、実施対象など事業の対象︓区⺠、事業者、⼤使館等
②実施時期、実施回数︓令和4年3⽉まで（⼤会は令和3年7⽉23⽇〜8⽉8⽇、8⽉24⽇〜9⽉5⽇だが、
　　　　　　　　　　　　　　　　新橋SL広場のデジタルサイネージの撤去が令和4年3⽉となるため）
③事務⼿続の⽅法、利⽤⽅法、⽀給要件、利⽤者負担、実施体制など︓利⽤者負担なし、イベントについては⺠間
企業と連携、聖火リレーやコミュニティライブサイトは⼤会組織委員会や東京都と連携して実施します。

指標１

「東京2020応援プログラム」推進助成
事業交付決定団体数

 1２ 事務事業評価における最終評価

１継続　　　　　２統合　　　　　３縮小・一部廃止　　　　４廃止

東京2020⼤会の延期や新型コロナウイルス感染症対策を踏まえ、イベントの開催回数や規模等を⾒直し、業務を縮小して
実施することから、「縮小・一部廃止」と評価します。

 ９ 基本計画・個別計画・関連する法令等

139,021 0 0 3,960

 ７ 事業内容

1１　本事業に係る所管課の意⾒（⼀次評価）

１継続　　　　　２統合　　　　　３縮小・一部廃止　　　　４廃止

　新型コロナウイルス感染症の感染拡⼤により、令和2年度に⾏われる予定であった東京2020⼤会が延期となりました。⼤会
については、組織委員会等から、⽇程を概ね1⽇ずらした形で令和3年度に競技数や出場選⼿数の変更をせずに実施するこ
と、聖火リレーも原則予定通り実施することなどが示されています。
　組織委員会等は、延期に伴う費⽤と負担を最小化し、国⺠・都⺠から理解を得るべく、競技と選⼿に重点を置きつつ、サー
ビス推進の⾒直しを含んだ効率化・合理化を進め、「簡素（シンプル）な⼤会とする」⽅針を示しました。当初想定されていた
よりも装飾等が縮小される可能性が高く、また、新型コロナウイルス感染症の影響で来⽇する外国人も制限されることが想定さ
れます。
　このため、区においても、気運醸成イベントの開催回数や規模等を⾒直すなど、イベントの業務委託費⽤や通訳の報償費
等、一部の業務を縮小します。 ８ 事業実績・指標

その他

平成３０年度 98.7% 24,893 0 0 324

令和元年度 89.2% 44,104 0 3,330 2,000

令和２年度 97.2%

－ － －

　東京2020⼤会の開催に向けた気運醸成を図るとともに、東京2020組織委員会及び東京都と連携の上、区が取り
組むべき事項又は区に求められる事項について、区全体の総合調整を図りながら、分野横断的に施策を展開し、⼤会
の成功につなげます。
　また、スポーツ振興や文化振興をはじめ、バリアフリーの街づくり、観光振興など、幅広い分野の施策を有機的に結び付
け、区⺠とともに、全庁一丸となって、東京2020⼤会の開催に向けた気運醸成の取組を推進します。
①東京2020⼤会公式のノベルティグッズ配布による普及啓発
②東京2020⼤会に向けた気運醸成イベントや、東京2020⼤会期間中のコミュニティライブサイトの実施等

財源内訳

年度 一般財源割合 一般財源 国庫支出金 都支出金 ６ 背景、経緯

令和２年度 142,981 － －

59.9%

令和元年度 71,790 -125 0 71,665 49,434 69.0%

補正予算 予算現額 決算額 執行率

　東京2020⼤会の開催に向けた気運醸成を推進するため、東京2020組織委員会及び東京都のほか、区⺠や東京
2020⼤会公式スポンサーを始めとする企業等と一丸となって施策に取り組みます。

平成３０年度 51,072 -8,940 0 42,132

 ５ 事業説明文

年度 当初予算額 流用

25,217

 ２ 基本政策 6　生涯を通じた心ゆたかで健康な都心居住を⽀援する 予算状況の内訳 決算状況

令和２年度事務事業評価シート 所管課 企画経営部　オリンピック・パラリンピック推進担当

 １ 事業名 東京2020⼤会準備・啓発  １０ 事業費の状況


